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 令和5年1月5日開催の特別委員会では、15施設を類型別に整理した内容を確認しました。
 これを受けて、一定の方向性を確認することできた施設について、令和５年４月改訂版（たたき台）を

作成しましたので、改訂内容を確認いたします。

5 忍ヶ丘あおぞらこども園

13 四条畷駅前タイムズ①

14 忍ケ丘駅前タイムズ

№ 施設機能の集約場所

1 市民総合センター

10 市庁舎

12 四條畷南中学校跡地

15 四條畷西中学校サブグラウンド

№ 他の施設へ集約化/複合化していく施設

2 教育文化センター

4 市民活動センター

6 老人福祉センター楠風荘

7 保健センター

8 四條畷市シルバー人材センター

9 福祉コミュニティーセンター

当面維持

他の公共施設用地に移転

№ 複数意見の施設

5 忍ヶ丘あおぞらこども園

13 四条畷駅前タイムズ①

14 忍ケ丘駅前タイムズ

議論が必要な施設

№ 当面維持する施設

3 歴史民俗資料館

11 グリーンホール田原

参考：令和５年1月5日 第10回議決すべき計画に関する特別委員会 資料１ P.６
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1. 改訂内容を確認する施設

5 忍ヶ丘あおぞらこども園

13 四条畷駅前タイムズ①

14 忍ケ丘駅前タイムズ

№ 施設機能の集約場所

1 市民総合センター

10 市庁舎

12 四條畷南中学校跡地

15 四條畷西中学校サブグラウンド

№ 他の施設へ集約化/複合化していく施設

2 教育文化センター

4 市民活動センター

6 老人福祉センター楠風荘

7 保健センター

8 四條畷市シルバー人材センター

9 福祉コミュニティーセンター

当面維持

他の公共施設用地に移転

№ 複数意見の施設

5 忍ヶ丘あおぞらこども園

13 四条畷駅前タイムズ①

14 忍ケ丘駅前タイムズ

議論が必要な施設

№ 当面維持する施設

3 歴史民俗資料館

11 グリーンホール田原

参考：令和５年1月5日 第10回議決すべき計画に関する特別委員会 資料１ P.６

 『当面維持する施設』と『複数意見の施設』のうち、13、14の両駅前については、一定の方向性を
確認できたことから、４ページから６ページにかけて、令和５年４月改訂版（たたき台）を作成し
ました。

 これら４施設に関する整備方針又は利活用方針の改訂内容をご確認ください。



旧 新

個別施設計画（令和4年10月改訂版）
整備方針

個別施設計画（令和5年4月改訂版）
整備方針

1. 歴史民俗資料館 

 ①施設概要 

    

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

②整備方針 

方向性 

・長寿命化改修や中規模改修などを実施し、維持

する。 

・国の登録有形文化財の土蔵は、これまでと同様

に現地で適正保存する。 

配置の考え方 ・現状配置で維持する。 

   

③更新等の時期 

  

建築年度 経過年数 敷地面積 延床面積 駐車区画数 

1985 37 1,365.28 ㎡ 578.72 ㎡ 5 台 

設置目的・利用/老朽化等の状況 

・郷土を中心とした考古資料、歴史資料及び民俗資料を収集し、調査研

究を行い、これらの資料を保管・展示することを目的に設置した施設で、

指定管理者制度により運営している。 

・平成 29 年度から令和 3 年度までの年間入館者数（常設展・特別展）

は以下のとおりとなっている。 

 

 

 

 

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

8,809人 9,612人 8,832人 4,369人 4,426人

（注）

入館者

令和元年度から令和3年度においては、新型コロナウイルス感染症対策

のため、一定期間の臨時休館を行いました。

歴史民俗資料館
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当面維持する施設

（１）社会教育系施設 

 

1. 歴史民俗資料館 

 ①施設概要 

    

 

 

 

 

  

 

 

 

②整備方針 

方向性 
・国の登録有形文化財の土蔵は、これまでと同様

に現地で適正保存する。 

配置の考え方 
・来館者が増えるよう、配置について継続検討し

ていく。 

   

③更新等の時期 

 

建築年度 経過年数 敷地面積 延床面積 

１９８５ ３４ １，３６５．２８㎡ ４９２．０８㎡ 

設置目的・利用/老朽化等の状況 

・郷土を中心とした考古資料、歴史資料及び民俗資料を収集し、調査研

究を行い、これらの資料を保管・展示することを目的に設置した施設

で、指定管理者制度により運営している。 

・平成２９年度の年間延べ利用者数は８，８０９人（常設展・特別展）

となっている。 

時点修正箇所：赤字又は赤枠／特別委員会で確認した事項：緑字又は緑枠／要検討箇所：青字又は青枠



1. グリーンホール田原 

 ①施設概要 

    

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②整備方針 

方向性 

スマートシティの推進や東部地域活性化の取組

状況等を踏まえつつ、東部地域における拠点施設

の充実に向けて検討していく。 

配置の考え方 

・現在配置で維持する。 

・東部の中心に位置する東部商業拠点において、

魅力ある商業拠点の形成や行政サービスの充実

が公民連携により図れる場合は、新たな展開を検

討していく。 

   

③更新等の時期 

 
 

建 築 年 度  経過年数 敷地面積 延床面積 駐車区画数 

1992 30 2,574.40 ㎡ 4,310.90 ㎡ 71 台（地下 31 台、屋外 40 台） 

  設置目的・利用/老朽化等の状況 

・様々な行政サービスを提供する主たる事務所、図書館、地域活動を行

うための貸室を兼ね備えた、東部地域における拠点施設とし設置してい

る。 

・平成 29 年度から令和 3 年度までの施設全体の利用率は以下のとおり

となっており、利用の促進を図っていく必要がある。 
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平成29年度 54.8% 30.4% 43.0% 28.6% 49.9% 52.9% 22.3% 9.9% 36.5%

平成30年度 51.0% 26.6% 38.4% 32.1% 47.4% 51.8% 24.2% 9.1% 35.1%

令和元年度 50.7% 25.7% 37.9% 32.2% 46.2% 53.0% 24.7% 7.9% 34.8%

令和2年度 50.5% 27.1% 37.3% 28.0% 33.8% 44.6% 20.7% 9.6% 31.5%

令和3年度 37.1% 25.3% 34.3% 27.6% 38.1% 32.8% 10.8% 4.4% 26.3%

（注） 令和元年度から令和3年度においては、新型コロナウイルス感染症対策

のため、一定期間の臨時休館又は開館時間の短縮を行いました。

年度

諸

室

旧 新

個別施設計画（令和4年10月改訂版）
整備方針

個別施設計画（令和5年4月改訂版）
整備方針
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当面維持する施設 グリーンホール田原

1. グリーンホール田原 

 ①施設概要 

    

 

 

 

 

  

 

 

 

②整備方針 

方向性 

・他の施設の行政機能（一部を含む。）を移転させ

ることの検討を行う。 

・ＪＲ四条畷駅及びＪＲ忍ケ丘駅前の利活用と同

様に、子育て支援などの魅力あるまちづくりに向

けた取組の検討を行う。 

配置の考え方 現在配置で維持する。 

   

※東部の中心に位置する東部商業拠点において、魅力ある商業拠点の形成

や行政サービスの充実が公民連携により図れる場合は、新たな展開を検討す

るため、上記の方向性を見直す場合がある。 

 

③更新等の時期 

 

 

建 築 年 度  経過年数 敷地面積 延床面積 

１９９２ ２７ ２，５７４．４０㎡ ４，３１０．９０㎡ 

  設置目的・利用/老朽化等の状況 

・様々な行政サービスを提供する主たる事務所、図書館、地域活動を行う

ための貸室を兼ね備えた、東部地域における拠点施設とし設置している。 

・平成２９年度の施設全体の利用率は約３７％となっており、利用の促進

を図る必要がある。 

 

建築年度

時点修正箇所：赤字又は赤枠／特別委員会で確認した事項：緑字又は緑枠／要検討箇所：青字又は青枠

建築年度



旧 新

個別施設計画（令和4年10月改訂版）
利活用方針

個別施設計画（令和5年4月改訂版）
利活用方針

6

四条畷駅前タイムズ①、忍ケ丘駅前タイムズ複数意見の施設

1. 四条畷駅前タイムズ① 

①利活用方針 

  

 

 

   

 

2. 忍ケ丘駅前タイムズ 

①利活用方針 

    

 

 

   

 

敷地面積 利活用方針 

１，９１３．１３㎡ 子育てや社会教育施策などの行政サービスを行

えるよう、検討していく。ただし、事業着手まで

は民間に貸付を行う。 

敷地面積 利活用方針 

１，０１３．５８㎡ 子育てや社会教育施策などの行政サービスを行

えるよう、検討していく。ただし、事業着手まで

は民間に貸付を行う。 

 

②利活用等の時期【44～52 まで】 

 

1. 忍ケ丘駅前タイムズ 

①利活用方針 

    

 

 

   

 

敷地面積 利活用方針 

１，０１３．５８㎡ 子育てや社会教育施策などの行政サービスを行

えるよう、検討していく。ただし、事業着手まで

は民間に貸付を行う。 

②利活用等の時期【44～52 まで】 

 

 

時点修正箇所：赤字又は赤枠／特別委員会で確認した事項：緑字又は緑枠／要検討箇所：青字又は青枠

1. 四条畷駅前タイムズ① 

①利活用方針 

  

 

 

   

 

2. 忍ケ丘駅前タイムズ 

①利活用方針 

    

 

 

   

敷地面積 利活用方針 

１，９１３．１３㎡ 今後の利活用の検討については、短期［後期］に

おいて検討することとし、それまでの間は現状

の利活用を継続していくものとする。 

敷地面積 利活用方針 

１，０１３．５８㎡ 今後の利活用の検討については、短期［後期］に

おいて検討することとし、それまでの間は現状

の利活用を継続していくものとする。 
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5 忍ヶ丘あおぞらこども園

13 四条畷駅前タイムズ①

14 忍ケ丘駅前タイムズ

№ 施設機能の集約場所

1 市民総合センター

10 市庁舎

12 四條畷南中学校跡地

15 四條畷西中学校サブグラウンド

№ 他の施設へ集約化/複合化していく施設

2 教育文化センター

4 市民活動センター

6 老人福祉センター楠風荘

7 保健センター

8 四條畷市シルバー人材センター

9 福祉コミュニティーセンター

当面維持

他の公共施設用地に移転

№ 複数意見の施設

5 忍ヶ丘あおぞらこども園

13 四条畷駅前タイムズ①

14 忍ケ丘駅前タイムズ

議論が必要な施設

№ 当面維持する施設

3 歴史民俗資料館

11 グリーンホール田原

参考：令和５年1月5日 第10回議決すべき計画に関する特別委員会 資料１ P.６

2. 『複数意見の施設』の整理

 『5､忍ヶ丘あおぞらこども園』の配置場所に関して、複数の意見がありました。
 次回の特別委員会では『議論が必要な施設』を議論していくことから、 『5､忍ヶ丘あおぞらこども

園』を整理しておきたく、ご議論をお願いします。
 複数の意見を令和５年４月改訂版（たたき台）に反映させましたので、ご確認ください。



1. 忍ケ丘あおぞらこども園 

 ①施設概要 

    

 

 

 

 

  

 

②整備方針 

方向性 

年少人口減少に伴う保育需要の減少により、約２

０年後には岡部保育所を廃止することを視野に

いれているが、公立園は１園残すため、当園は維

持する。 

配置の考え方 

案１ 現在配置で維持する。 

案２① 現市民総合センター用地に配置する。 

② 現教育文化センター用地に配置する。 

 

③更新等の時期 

 

建築年度 経過年数 敷地面積 延床面積 駐車区画数 

1971   51 3,564.00 ㎡ 1,350.55 ㎡ 7 台 

設置目的・利用/老朽化等の状況 

・小学校就学前の子どもに対する保育及び教育並びに保護者に対する子

育て支援の総合的な提供を行うため、設置している。 

・定員数は１９８人 

旧 新

個別施設計画（令和4年10月改訂版）
整備方針

個別施設計画（令和5年4月改訂版）
整備方針
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忍ヶ丘あおぞらこども園複数意見の施設

1. 忍ケ丘あおぞらこども園 

 ①施設概要 

    

 

 

 

 

  

 

②整備方針 

方向性 

年少人口減少に伴う保育需要の減少により、約２

０年後には岡部保育所を廃止することを視野に

いれているが、公立園は１園残すため、当園は維

持する。 

配置の考え方 

将来的に公立園が１園になることを見越し、各地

域からの通園を踏まえ、西部地域の中央部に配置

する。 

 

③更新等の時期 

 

建築年度 経過年数 敷地面積 延床面積 

１９７１   ４８ ３，５６４．００㎡ １，３５０．５５㎡ 

設置目的・利用/老朽化等の状況 

・小学校就学前の子どもに対する保育及び教育並びに保護者に対する子

育て支援の総合的な提供を行うため、設置している。 

・定員数は１９８人 

配置の考え方を反映予定

時点修正箇所：赤字又は赤枠／特別委員会で確認した事項：緑字又は緑枠／要検討箇所：青字又は青枠
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5 忍ヶ丘あおぞらこども園

13 四条畷駅前タイムズ①

14 忍ケ丘駅前タイムズ

№ 施設機能の集約場所

1 市民総合センター

10 市庁舎

12 四條畷南中学校跡地

15 四條畷西中学校サブグラウンド

№ 他の施設へ集約化/複合化していく施設

2 教育文化センター

4 市民活動センター

6 老人福祉センター楠風荘

7 保健センター

8 四條畷市シルバー人材センター

9 福祉コミュニティーセンター

当面維持

他の公共施設用地に移転

№ 複数意見の施設

5 忍ヶ丘あおぞらこども園

13 四条畷駅前タイムズ①

14 忍ケ丘駅前タイムズ

議論が必要な施設

№ 当面維持する施設

3 歴史民俗資料館

11 グリーンホール田原

参考：令和５年1月5日 第10回議決すべき計画に関する特別委員会 資料１ P.６

3. 『他の施設へ集約化/複合化していく施設』の修正意見等の確認

 当該区分に整理した6施設については、配置場所等に関して複数の意見がありましたので、その内容
を令和５年４月改訂版（たたき台）に整理しました。

 次回の特別委員会で具体を議論していくため、記載事項の修正意見や追加意見等の有無をご確認く
ださい。

 次回の特別委員会での議論を踏まえて、改訂内容を更新していく予定です。



1. 教育文化センター 

 ①施設概要 

    

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②整備方針 

方向性 

非耐震施設であるため安全性を確保するととも

に、低利用の解消を図るため、親和性の高い施設

と複合化を図る。 

配置の考え方 

案１ 現市民総合センター用地に配置する。 

案２ 現市庁舎用地に配置する。 

案３ 四條畷南中学校跡地に配置する。 

   

③更新等の時期 

 

 

建築年度 経過年数 敷地面積 延床面積 駐車区画数 

1974 48 1,557.22 ㎡ 743.29 ㎡ 7 台 

設置目的・利用/老朽化等の状況 

・市民文化の振興に寄与し、社会教育活動の向上を図るため、社会教育

及び生涯学習など文化活動を行う目的により設置した施設で、指定管理

者制度により運営している。 

・現施設は非耐震となっており、設備等を含め、施設の老朽化が進んで

いる。 

・平成 29 年度から令和 3 年度までの施設全体の利用率は以下のとおり

となっており、利用の促進を図っていく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

ホ

ー

ル

会

議

室

１

会

議

室

２

和

室

平

均

平成29年度 66.9% 36.5% 31.2% 38.8% 43.4%

平成30年度 64.9% 44.3% 35.4% 38.8% 45.8%

令和元年度 67.4% 39.0% 32.5% 39.0% 44.5%

令和2年度 56.6% 30.2% 19.4% 29.3% 33.9%

令和3年度 55.9% 26.1% 18.2% 25.9% 31.5%

（注） 令和元年度から令和3年度においては、新型コロナウイルス感染症対策

のため、一定期間の臨時休館又は開館時間の短縮を行いました。

年度

諸

室

旧 新

個別施設計画（令和4年10月改訂版）
整備方針

個別施設計画（令和5年4月改訂版）
整備方針
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教育文化センター

1. 教育文化センター 

 ①施設概要 

    

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

②整備方針 

方向性 

非耐震施設であるため安全性を確保するととも

に、低利用の解消を図るため、親和性の高い施設

と複合化を図る。 

配置の考え方 配置・規模については、継続検討する。 

   

③更新等の時期 

 

 

建築年度 経過年数 敷地面積 延床面積 

１９７４ ４５ １，５５７．２２㎡ ７４３．２９㎡ 

設置目的・利用/老朽化等の状況 

・市民文化の振興に寄与し、社会教育活動の向上を図るため、社会教育

及び生涯学習など文化活動を行う目的により設置した施設で、指定管理

者制度により運営している。 

・平成２９年度の施設全体の利用率は約４３％となっており、利用の促

進を図る必要がある。 

・現施設は非耐震となっており、設備等を含め、施設の老朽化が進んで

いる。 

配置の考え方を反映予定

他の施設へ集約化/複合化していく施設
時点修正箇所：赤字又は赤枠／特別委員会で確認した事項：緑字又は緑枠／要検討箇所：青字又は青枠



1. 市民活動センター 

 ①施設概要 

    

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

②整備方針 

方向性 

・体育館は利用率が高いため、現状機能を維持する。 

・旧校舎部分は、非耐震施設であるため安全性を確保するととも

に、親和性の高い施設と複合化を図る。 

配置の考え方 

・体育館は、現在配置で維持する。 

・多目的室の機能は、くすのき小学校へ移転させる。 

・体育館及び多目的室以外の機能は、 

案１ 現市庁舎用地に配置する。 

案２ 四條畷南中学校跡地に配置する。 

・体育館及び多目的室以外の機能のうち、物置で利用しているも

のは、今後の公共施設再編により生じた余剰施設等を活用して

いく。 

・国道 170 号以西地域におけるボール遊びができる公園を整備

する。 

③更新等の時期 

 

建築年度 経過年数 敷地面積 延床面積 駐車区画数 

1978 44 7,240.00 ㎡ 5,550.55 ㎡ 10 台 

設置目的・利用/老朽化等の状況 

・自主的な生涯学習活動及びコミュニティ活動の場を提供するため、旧北出小学

校の施設を活用し、設置している。 

・旧校舎は非耐震となっており、設備等を含め、施設の老朽化が進んでいる。 

・体育館については、令和４年度に耐震補強等工事を実施した。 

・平成 29 年度から令和 3 年度までの施設全体の利用率は以下のとおりとなって

おり、比較的高い利用率となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

体

育

館

多

目

的

室

１

多

目

的

室

２

平

均

平成29年度 80.8% 63.6% 71.4% 71.9%

平成30年度 87.1% 74.3% 71.0% 77.5%

令和元年度 77.4% 64.1% 64.9% 68.8%

令和2年度 80.7% 55.1% 52.8% 62.9%

令和3年度 81.9% 61.5% 58.2% 67.2%

（注） 令和元年度から令和3年度においては、新型コロナウイルス感染症対策

のため、一定期間の臨時休館又は開館時間の短縮を行いました。

年度

諸

室

旧 新

個別施設計画（令和4年10月改訂版）
整備方針

個別施設計画（令和5年4月改訂版）
整備方針
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市民活動センター

1. 市民活動センター 

 ①施設概要 

    

 

 

 

 

  

 

 

 

 

②整備方針 

方向性 

・体育館は非耐震施設となっているものの、利

用率が高いため、短期［前期］に耐震化を図

り、現状機能を維持する。 

・旧校舎部分は、非耐震施設であるため安全性を

確保するとともに、親和性の高い施設と複合化を

図る。 

配置の考え方 

・体育館は耐震化を図り、今後も維持する。 

・多目的室の機能は、くすのき小学校へ移転させ

る。 

・体育館及び多目的室以外の配置・規模について

は、継続検討する。 

・国道 170 号以西地域におけるボール遊びがで

きる公園を整備する。 

 

③更新等の時期 

 

建築年度 経過年数 敷地面積 延床面積 

１９７８ ４１ ７，２４０．００㎡ ５，５５０．５５㎡ 

設置目的・利用/老朽化等の状況 

・自主的な生涯学習活動及びコミュニティ活動の場を提供するため、旧

北出小学校の施設を活用し、設置している。 

・平成２９年度の施設全体の利用率は約７２％となっており、比較的高

い利用率となっている。 

・現施設は非耐震となっており、設備等を含め、施設の老朽化が進んで

いる。 

配置の考え方を反映予定

他の施設へ集約化/複合化していく施設
時点修正箇所：赤字又は赤枠／特別委員会で確認した事項：緑字又は緑枠／要検討箇所：青字又は青枠



1. 老人福祉センター楠風荘  

 ①施設概要 

    

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

②整備方針 

方向性 

非耐震施設であるため安全性を確保するととも

に、利用の活性化を図るため、親和性の高い施設と

複合化を図る。 

配置の考え方 

案１ 現市民総合センター用地に配置する。 

案２ 現市庁舎用地に配置する。 

案３ 四條畷南中学校跡地に配置する。 

案４ 現四條畷西中学校サブグラウンドに配置す 

る。 

 

③更新等の時期 

 

建 築 年 度  経過年数 敷地面積 延床面積 駐車区画数 

1975 47 1,395.75 ㎡ 794.33 ㎡ 7 台 

設置目的・利用/老朽化等の状況 

・高齢者の心身の健康を保持し、健全で安らかな生活を送ることを目的に

設置した施設で、指定管理者制度により運営している。 

・ 平成 29 年度から令和 3年度までの年間延べ利用者数は以下のとおりと

なっている。 

 

 

 

 

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

29,901人 29,789人 27,005人 9,434人 12,247人

（注）

利用者

令和元年度から令和3年度においては、新型コロナウイルス感染症対策

のため、一定期間の臨時休館又は開館時間の短縮を行いました。

旧 新

個別施設計画（令和4年10月改訂版）
整備方針

個別施設計画（令和5年4月改訂版）
整備方針
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老人福祉センター楠風荘

（１）保健・福祉施設 

 

1. 老人福祉センター楠風荘  

 ①施設概要 

    

 

 

 

 

  

 

②整備方針 

方向性 

非耐震施設であるため安全性を確保するととも

に、利用の活性化を図るため、親和性の高い施設と

複合化を図る。 

配置の考え方 配置・規模については継続検討する。 

 

③更新等の時期 

 

 

 

 

 

建築年度 経過年数 敷地面積 延床面積 

１９７５ ４４ １，３９５．７５㎡ ７９４．３３㎡ 

設置目的・利用/老朽化等の状況 

・高齢者の心身の健康を保持し、健全で安らかな生活を送ることを目的に

設置した施設で、指定管理者制度により運営している。 

・平成２９年度の年間延べ利用者数は２９，９０１人となっている。 

配置の考え方を反映予定

他の施設へ集約化/複合化していく施設
時点修正箇所：赤字又は赤枠／特別委員会で確認した事項：緑字又は緑枠／要検討箇所：青字又は青枠

建築年度



1. 保健センター 

 ①施設概要 

    

 

 

 

 

  

②整備方針 

方向性 

案１ その他の公共施設と複合化を図る。 

案２ 市庁舎をはじめ、親和性の高い施設との複 

合化を図る。 

案３ 行政サービスの利便性の向上を図るため、 

市役所と複合化を図る。 

配置の考え方 

案１´現状配置とする。 

案２´現市民総合センター用地に配置する。 

案３´現市庁舎用地に配置する。 

 

③更新等の時期 

 

 

建築年度 経過年数 敷地面積 延床面積 駐車区画数 

1985 37 1,278.43 ㎡ 1,272.60 ㎡ 5 台 

  設置目的・利用/老朽化等の状況 

・各種がん検診、乳幼児健診など市民の健康保持増進を目的に設置してい

る。 

・乳幼児健診やがん検診の実施日において、市民総合センターの駐車場を

30 台程度使用している。 

・がん検診では、1 年度に 10 日程度、検診バスを 2 台から 4 台配置して

いる。 

旧 新

個別施設計画（令和4年10月改訂版）
整備方針

個別施設計画（令和5年4月改訂版）
整備方針
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保健センター

配置の考え方を反映予定

 

1. 保健センター 

 ①施設概要 

    

 

 

 

 

  

②整備方針 

方向性 
行政サービスの利便性の向上を図るため、市役所

本庁舎と複合化を図る。 

配置の考え方 西部地域の中央部に配置する。 

 

③更新等の時期 

 

 

建築年度 経過年数 敷地面積 延床面積 

１９８５ ３４ １，２７８．４３㎡ １，２７２．６０㎡ 

  設置目的・利用/老朽化等の状況 

各種がん検診、乳幼児健診など市民の健康保持増進を目的に設置してい

る。 

他の施設へ集約化/複合化していく施設
時点修正箇所：赤字又は赤枠／特別委員会で確認した事項：緑字又は緑枠／要検討箇所：青字又は青枠



1. 四條畷市シルバー人材センター 

 ①施設概要 

    

 

 

 

 

  

 

②整備方針 

方向性 
現施設は非耐震施設となっているため、安全を確

保する観点から他施設に移転させる。 

配置の考え方 

案１ 現市庁舎用地に配置する。 

案２ 四條畷南中学校跡地に配置する。 

案３ 四條畷西中学校サブグラウンドに配置す 

る。 

 

③更新等の時期 

 

 

建築年度 経過年数 敷地面積 延床面積 駐車区画数 

1969 53 1,335.55 ㎡ 768.05 ㎡ 16 台 

設置目的・利用/老朽化等の状況 

・高齢者の臨時的かつ短期的な就業等の機会を確保し、提供する事業を行

う公益社団法人として運営している。 

・本市の旧学校給食センターを施設改修し、事業を行っている。 

旧 新

個別施設計画（令和4年10月改訂版）
整備方針

個別施設計画（令和5年4月改訂版）
整備方針
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四條畷市シルバー人材センター

配置の考え方を反映予定

1. 四條畷市シルバー人材センター 

 ①施設概要 

    

 

 

 

 

  

 

②整備方針 

方向性 
現施設は非耐震施設となっているため、安全を確

保する観点から他施設に移転させる。 

配置の考え方 配置については継続検討とする。 

 

③更新等の時期 

 

 

建築年度 経過年数 敷地面積 延床面積 

１９６９ ５０ １，３３５．５５㎡ ７６８．０５㎡ 

設置目的・利用/老朽化等の状況 

・高齢者の臨時的かつ短期的な就業等の機会を確保し、提供する事業を行

う公益社団法人として運営している。 

・本市の旧学校給食センターを施設改修し、事業を行っている。 

他の施設へ集約化/複合化していく施設
時点修正箇所：赤字又は赤枠／特別委員会で確認した事項：緑字又は緑枠／要検討箇所：青字又は青枠



旧 新

個別施設計画（令和4年10月改訂版）
整備方針

個別施設計画（令和5年4月改訂版）
整備方針

1. 福祉コミュニティーセンター 

 ①施設概要 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②整備方針 

方向性 

非耐震施設であるため安全性を確保するととも

に、低利用の解消を図るため、親和性の高い施設

と複合化を図る。 

配置の考え方 

案１ 四條畷南中学校跡地に配置する。 

案２ 四條畷西中学校サブグラウンドに配置す 

る。 

案３ おもちゃライブラリーが使用している貸 

部屋は、四條畷西中学校サブグラウンドに 

配置する。  

 

③更新等の時期 

 

建 築 年 度  経過年数 敷地面積 延床面積 駐車区画数 

1975 47 647.00 ㎡ 765.60 ㎡ 5 台 

設置目的・利用/老朽化等の状況 

・高齢者、障がい者、児童等の社会参加を促進するとともに、ボランテ

ィア活動の育成を図ることなどを目的に設置している施設で、指定管理

者制度で運営している。 

・現施設は非耐震となっており、駐車場も狭い。 

・平成 29 年度から令和 3 年度までの施設全体の利用率は非常に低く、

利用の促進を図る必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第
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活

動

室
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活
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室
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室
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平

均

平成29年度 33.8% 20.6% 29.6% 26.1% 20.3% 14.6% 24.2%

平成30年度 33.2% 19.2% 36.2% 26.9% 19.2% 14.7% 24.9%

令和元年度 31.4% 22.6% 33.6% 33.1% 18.4% 13.6% 25.5%

令和2年度 26.5% 13.1% 24.8% 38.1% 15.8% 14.4% 22.1%

令和3年度 25.0% 10.6% 37.4% 31.9% 13.8% 12.4% 21.9%

（注） 令和元年度から令和3年度においては、新型コロナウイルス感染症対策

のため、一定期間の臨時休館又は開館時間の短縮を行いました。

諸

室

年度
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福祉コミュニティーセンター他の施設へ集約化/複合化していく施設

配置の考え方を反映予定

1. 福祉コミュニティーセンター 

 ①施設概要 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②整備方針 

方向性 

非耐震施設であるため安全性を確保するととも

に、低利用の解消を図るため、親和性の高い施設

と複合化を図る。 

配置の考え方 配置・規模については継続検討する。 

 

③更新等の時期 

 

 

 

 

建築年度 経過年数 敷地面積 延床面積 

１９７５ ４４ ６４７．００㎡ ７６５．６０㎡ 

設置目的・利用/老朽化等の状況 

・高齢者、障がい者、児童等の社会参加を促進するとともに、ボランテ

ィア活動の育成を図ることなどを目的に設置している施設で、指定管理

者制度で運営している。 

・現施設は非耐震となっており、駐車場も狭いことから、平成２９年度

の施設全体の利用率は約２４％と非常に低く、利用の促進を図る必要が

ある。 

時点修正箇所：赤字又は赤枠／特別委員会で確認した事項：緑字又は緑枠／要検討箇所：青字又は青枠

建築年度
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5 忍ヶ丘あおぞらこども園

13 四条畷駅前タイムズ①

14 忍ケ丘駅前タイムズ

№ 施設機能の集約場所

1 市民総合センター

10 市庁舎

12 四條畷南中学校跡地

15 四條畷西中学校サブグラウンド

№ 他の施設へ集約化/複合化していく施設

2 教育文化センター

4 市民活動センター

6 老人福祉センター楠風荘

7 保健センター

8 四條畷市シルバー人材センター

9 福祉コミュニティーセンター

当面維持

他の公共施設用地に移転

№ 複数意見の施設

5 忍ヶ丘あおぞらこども園

13 四条畷駅前タイムズ①

14 忍ケ丘駅前タイムズ

議論が必要な施設

№ 当面維持する施設

3 歴史民俗資料館

11 グリーンホール田原

参考：令和５年1月5日 第10回議決すべき計画に関する特別委員会 資料１ P.６

4. 『施設機能の集約場所』の改訂内容

 当該区分に整理した４施設の改訂内容は時点修正の情報のみです。
 次回の特別委員会での議論を踏まえて、改訂内容を令和５年４月改訂版（たたき台）に反映してい

く予定です。



1. 市民総合センター     

 ①施設概要 

    

 

 

 

 

  

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②整備方針 

方向性 

・市民総合センター用地、市庁舎用地、四條畷南

中学校跡地は、一定以上面積を有している主要な

公共施設用地であることから、資産の質と量、配

置の最適化を実現させることをめざし、整備内容

を継続検討していく。 

配置の考え方 
西部地域の中央部に配置する。 

配置・規模については継続検討する。 

  ③更新等の時期 

 

建築年度 経過年数 敷地面積 延床面積 駐車区画数 

1981 41 8,672.33 ㎡ 5,011.13 ㎡ 77 台 

設置目的・利用/老朽化等の状況 

・市民の福祉増進と文化教養の向上に寄与するため、社会教育及び生涯

学習など文化活動の拠点として設置した施設で、指定管理制度により運

営している。 

・現施設は設備等を含め、老朽化が進んでいる。 

・ 平成 29 年度から令和 3年度までの施設全体の利用率は以下のとおり

となっており、利用の促進を図っていく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

市

民

ホ

ー

ル

展

示

ホ

ー

ル

相

談

室

料

理

室

音

楽

室

和

室

会

議

室

１

会

議

室

２

会

議

室

３

会

議

室

４

視

聴

覚

室

実

習

室

ギ

ャ

ラ

リ

ー

平

均

平成29年度 26.9% 72.4% 18.7% 20.6% 66.2% 45.4% 37.0% 42.7% 33.9% 45.1% 57.6% 38.4% 19.0% 40.3%

平成30年度 30.0% 69.3% 20.0% 19.9% 65.8% 61.8% 36.3% 42.0% 33.6% 45.1% 58.3% 30.0% 16.2% 40.6%

令和元年度 29.8% 64.4% 22.2% 18.2% 55.0% 61.8% 37.0% 42.3% 33.5% 44.2% 55.7% 27.2% 16.6% 39.1%

令和2年度 18.8% 46.7% 6.5% 4.4% 31.8% 48.4% 22.6% 23.2% 13.3% 41.1% 42.7% 26.0% 0.0% 25.0%

令和3年度 22.7% 62.1% 11.8% 13.6% 38.9% 52.0% 23.9% 26.1% 18.3% 36.8% 39.4% 23.5% 0.0% 28.4%

（注） 令和元年度から令和3年度においては、新型コロナウイルス感染症対策のため、一定期間の臨時休館又は開館

時間の短縮を行いました。

年度

諸

室

旧 新

個別施設計画（令和4年10月改訂版）
整備方針

個別施設計画（令和5年4月改訂版）
整備方針
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市民総合センター施設機能の集約場所

1. 市民総合センター     

 ①施設概要 

    

 

 

 

 

  

 

   

   

 

②整備方針 

方向性 

・市民総合センター用地、市庁舎用地、四條畷南

中学校跡地は、一定以上面積を有している主要な

公共施設用地であることから、資産の質と量、配

置の最適化を実現させることをめざし、整備内容

を継続検討していく。 

配置の考え方 
西部地域の中央部に配置する。 

配置・規模については継続検討する。 

  ③更新等の時期 

 

 

 

建 築 年 度  経過年数 敷地面積 延床面積 

１９８１ ３８ ８，６７２．３３㎡ ５，０１１．１３㎡ 

設置目的・利用/老朽化等の状況 

・市民の福祉増進と文化教養の向上に寄与するため、社会教育及び生涯

学習など文化活動の拠点として設置した施設で、指定管理制度により運

営している。 

・平成２９年度の施設全体の利用率は約４０％となっており、利用の促

進を図る必要がある。 

・現施設は設備等を含め、老朽化が進んでいる。 

建築年度

1月19日の議論を踏まえ
て反映

時点修正箇所：赤字又は赤枠／特別委員会で確認した事項：緑字又は緑枠／要検討箇所：青字又は青枠



1. 市庁舎 

 ①施設概要 

    

 

 

 

 

 

②整備方針 

方向性 

・市民総合センター用地、市庁舎用地、四條畷南

中学校跡地は、一定以上の面積を有している主要

な公共施設用地であることから、資産の質と量、

配置の最適化を実現させることをめざし、整備内

容を継続検討していく。 

配置の考え方 

行政サービスの中核をなす施設につき、西部地域

の中央部に配置するが、配置・規模については継

続検討とする。 

③更新等の時期 

 

 

建 築 年 度  経過年数 敷地面積 延床面積 駐車区画数 

1964 58 7,048.12 ㎡ 5,800.74 ㎡ 58 

  設置目的・利用/老朽化等の状況 

様々な行政サービスを提供する主たる事務所として設置している。 

旧 新

個別施設計画（令和4年10月改訂版）
整備方針

個別施設計画（令和5年4月改訂版）
整備方針
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市庁舎施設機能の集約場所

1. 市庁舎 

 ①施設概要 

    

 

 

 

 

 

②整備方針 

方向性 

・市民総合センター用地、市庁舎用地、四條畷南

中学校跡地は、一定以上の面積を有している主要

な公共施設用地であることから、資産の質と量、

配置の最適化を実現させることをめざし、整備内

容を継続検討していく。 

配置の考え方 

行政サービスの中核をなす施設につき、西部地域

の中央部に配置するが、配置・規模については継

続検討とする。 

③更新等の時期 

 

 

建築年度 経過年数 敷地面積 延床面積 

１９６４ ５５ ７，０４８．１２㎡ ５，８００．７４㎡ 

  設置目的・利用/老朽化等の状況 

様々な行政サービスを提供する主たる事務所として設置している。 

1月19日の議論を踏まえて反映

時点修正箇所：赤字又は赤枠／特別委員会で確認した事項：緑字又は緑枠／要検討箇所：青字又は青枠

建築年度



1. 四條畷南中学校跡地 

 ①施設概要 

    

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

②整備方針 

方向性 

・ＪＲ片町線以東、国道１６３号以南の地域の防

災機能を確保するため、当該跡地を活用し、避難

所の確保を図る。 

・新たな避難所機能を有する施設を整備するまで

の間、既存校舎において、避難所機能の充実を図

る。 

・ボール遊びができる公園を整備する。 

配置の考え方 

・既存校舎も含めた跡地の利活用については継続

検討する。 

・体育館を新築整備し、当該跡地の体育館機能と

四條畷東小学校の体育館機能を集約させる。 

 

③更新等の時期 

 

 

建 築 年 度  経過年数 敷地面積 延床面積 駐車区画数 

1972 50 20,323.00 ㎡ 8,392.00 ㎡ 20 台 

設置目的・利用/老朽化等の状況 

・当中学校敷地内にあるとされる活断層の正確な位置を調査すべく、2018

年 4 月から休校とし、その後、策定した学校再編整備計画のなかで、当中

学校は 2019 年 4 月から廃校となった。 

・令和 2年度から、再編整備に着手するまでの間の暫定利用としてグラウ

ンドの貸出しを行っており、利用率は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

令和2年度

令和3年度

（注）

41.2%

39.0%

令和2年度から令和3年度においては、新型コロナウイルス感染症対策

のため、一定期間の臨時休館を行いました。

グラウンド
諸
室

年度

旧 新

個別施設計画（令和4年10月改訂版）
整備方針

個別施設計画（令和5年4月改訂版）
整備方針
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四條畷南中学校跡地施設機能の集約場所

1. 四條畷南中学校跡地 

 ①施設概要 

    

 

 

 

 

   

 

②整備方針 

方向性 

・ＪＲ片町線以東、国道１６３号以南の地域の

防災機能を確保するため、当該跡地を活用し、

避難所の確保を図る。 

・新たな避難所機能を有する施設を整備するま

での間、既存校舎において、避難所機能の充実

を図る。 

・ボール遊びができる公園を整備する。 

配置の考え方 

・既存校舎も含めた跡地の利活用については継

続検討する。 

・体育館を新築整備し、当該跡地の体育館機能

と四條畷東小学校の体育館機能を集約させる。 

 

③更新等の時期 

 

 

 

建築年度 経過年数 敷地面積 延床面積 

１９７２ ４７ ２０，３２３．００㎡ ８，３９２．００㎡ 

設置目的・利用/老朽化等の状況 

当中学校敷地内にあるとされる活断層の正確な位置を調査すべく、２０１

８年４月から休校とし、その後、策定した学校再編整備計画のなかで、当

中学校は２０１９年４月から廃校となった。 

1月19日の議論を踏まえて反映

時点修正箇所：赤字又は赤枠／特別委員会で確認した事項：緑字又は緑枠／要検討箇所：青字又は青枠

建築年度



 

52.四條畷西中学校サブグラウンド 

①利活用方針 

 

 

 

 

 

②利活用等の時期【44～52 まで】 

 

 

敷地面積 利活用方針 

１，２４８．３７㎡ 今後の利活用の検討については、短期［前期］に

おいて検討することとし、それまでの間は、現状

の利活用を継続していくものとする。 

旧 新

個別施設計画（令和4年10月改訂版）
利活用方針

個別施設計画（令和5年4月改訂版）
利活用方針
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四條畷西中学校サブグラウンド施設機能の集約場所

 

52.四條畷西中学校サブグラウンド 

①利活用方針 

 

 

 

 

 

②利活用等の時期【44～52 まで】 

 

 

敷地面積 利活用方針 

１，２４８．３７㎡ 今後の利活用の検討については、短期［前期］に

おいて検討することとし、それまでの間は、現状

の利活用を継続していくものとする。 

1月19日の議論を踏まえて反映

時点修正箇所：赤字又は赤枠／特別委員会で確認した事項：緑字又は緑枠／要検討箇所：青字又は青枠



２．次回の特別委員会に向けた確認事項

21
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1. 1月5日開催の特別委員会

四條畷南中学校跡地に整備する体育館の新築整備に関するご議論において、以下の検討過程がありました。

・四條畷南中学校跡地に体育館の新築整備は必要。
・より財政負担が少ない緊急防災減災事業債を活用して体育館を整備できないか。
・起債の要件と実態に即した内容で無いと緊急防災減災事業債の活用は難しい。
・体育館の新築整備を含め、防災拠点を整備していく内容で緊急防災減災事業債を活用できないか。

検討過程

次回の特別委員会では、『法規制』と『財源措置』について整理したものを提示したうえで、施設の集約化・複
合化を議論していくこととなりましたが、検討過程において、緊急防災減災事業債を活用した防災拠点の整備の
観点から『防災センター』の例示がありました。これを受けて『防災センター』を整備する視点が新たに加わっ
たため、『防災センター』に関する内容を調査しました。

2. 防災拠点施設（地域防災センター等）とは

防災拠点施設（地域防災センター等）とは、「消防団拠点
施設及び地域防災の拠点施設について」(平成26年３月28日
付け消防災第122号消防庁国民保護・防災部防災課長通知)
を踏まえて整備された災害時に自主防災組織等の活動拠点
となるよう、備蓄倉庫や資機材庫等の機能を備え、平時に
自主防災組織等の訓練・研修等が行える公共施設が対象で
す。
なお、庁舎等との複合施設として整備する場合には、防

災拠点施設に係る部分とその他の部分を区分した上で、防
災拠点施設に係る部分のみを対象とする必要があります。

＜参考＞「地域防災の拠点施設』イメージ図

出典：「消防団拠点施設及び地域防災の拠点施設について」より抜粋
(平成26年３月28日付け消防災第122号消防庁国民保護・防災部防災課長通知)

『地域防災の拠点施設』イメージ図を参考とすると、一定の床面積を有した施設整備が必要と見込まれます。

 平成29年度地方債についての質疑応答集（抜粋）に防災セ
ンターに関する記述がありました。

平成29年４月３日付け総務省自治財政局地方債課事務連絡
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3. 公共施設再編検討会の提言内容

提 言 内 容 （ 抜 粋 ）

１．全体再編について
 再編整備について、中長期的な視点で進めていくことから、新たな機能の整備に係る視点も検討されたい。

 防災拠点施設（地域防災センター等）は、本市にとって新たな施設機能を整備することになります。
 公共施設再編検討会から新たな機能の整備に関する提言をいただいています。

 特別委員会での議論では、周辺地域のコミュニティー機能を求めるご意見もありました。
 これについても公共施設再編検討会から、当該跡地に集約する施設の提言をいただいています。

提 言 内 容 （ 抜 粋 ）

２．検討対象施設について
 四條畷南中学校跡地については、周辺地域の実情をふまえ、避難所機能を維持していくとともに、校舎棟については費用対効果を検証
のうえ、利活用を検討されたい。当該敷地に集約する機能については、教育文化センター、四條畷市シルバー人材センター及び福祉コ
ミュニティーセンターを集約する意見や、これに市民活動センター及び老人福祉センター楠風荘を加える意見があったことから、集約
する機能については、更なる検討をされたい

4. 次回の特別委員会に向けた確認事項

 現在、次の防災拠点施設等の整備に関して、緊急防災・減災事業の起債が可能か大阪府へ問い合わせしています。
①消防団拠点施設等
②防災資機材等備蓄施設及び拠点避難地
③緊急時に避難又は退避するための施設

 次回の特別委員会で上記の回答をお示しし、具体のご議論をお願いする予定です。
 ご議論にあたって、特別委員会が求められている平常時及び災害発生時の機能を確認したく、委員各位のご意見を

お聞かせいただきたいと考えています。
 ご意見をお聞かせいただくにあたり、限られた時間の中で上記①~③に該当すると見込まれる様々な他市事例を25

ページから30ページに整理しました。
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他市事例等

平常時 災害発生時

機
能

防災学習
・研修室 等

避難所

災害対策本部

荷捌き場

備蓄倉庫

防災体験
・災害体験設備 等

健康増進
・血圧計
・体組成計 等

スポーツ
・体育館
・武道場
・シャワー 等

生涯学習
・会議室
・調理室
・多目的室
・和室
・ホール 等

子育て
・キッズスペース 等

四條畷南中学校跡地に求める機能

平常時 災害発生時

5. 次回の特別委員会に向けた確認事項

 当日いただいたご意見等を整理するためのページです。
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出典：王寺町HPより

奈良県 王寺町 防災コミュニティセンター（いずみスクエア）

施設名 建築年 延床面積（㎡） 構造

防災コミュニティセンター 2018 4,208.09 RC
（一部S）

≪施設の案内≫
本施設は、避難所機能を併せ持った町の防災拠点として、地域の安
全安心に寄与するとともに、生涯学習の拠点として世代を超えた文
化・芸術・スポーツの振興を目指します。

【視察時の回答】（平成31年1月時点）
・防災センター棟及び備蓄倉庫棟については、緊急防災・減災事業債を活用し、体育館棟は公共施設最適化事業債を活用。
・事業費：設計 7,429万円、建築工事 17億5,447万3千円、施工監理 2,786万4千円 合計 18億5,662万7千円



26出典：王寺町HPより

奈良県 王寺町 防災コミュニティセンター（いずみスクエア）
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大阪府 阪南市 防災コミュニティセンター（阪南まもる館）

出典：阪南市HPより

施設名 建築年 延床面積（㎡） 構造

防災コミュニティセンター 1993 4,341 S

≪施設の案内≫
災害時の津波浸水区域の皆さんの一時避難場所として、平時は防災
情報の収集や研修、健康づくりの拠点として、平成28年4月にオー
プンした施設です。※従前の施設：民間商業施設
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大阪府 八尾市 南木の本防災公園・体育館

出典：八尾市HPより

施設名 建築年 延床面積（㎡） 構造

南木の本防災体育館 1981 2,994.86 RC

≪施設の活用状況≫
スポーツ振興等のための施設の提供を行うことにより、市民のスポーツ振
興を図り、健康の増進に貢献しています。また、本施設は、防災の啓発な
ど、防災拠点としての機能も有しており、災害発生時の指定避難所として
います。※従前の施設：大阪府立八尾南高等学校
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大阪府 中部広域防災拠点（八尾市）

出典：大阪府HPより
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１．開催日時

令和５年１月１９日（木）午前10時から 委員会室


